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Nano-JASMINEは、日本初の位置天文観測衛星、小型 JASMINEは赤外線によるスペース位置天文としては
世界初の衛星である。Nano-JASMINEのデータ解析は、Gaiaチームとの協力で進めてきて、ESAの大型位置天
文観測衛星Gaia用に構築された core 解析ソフトウエアAGIS(Astrometric Global Iterative Solution)を、Nano-
JASMINE用に一部修正して用いることは、本学会でも何度か紹介してきた。現在、解析のシミュレーションを
継続している。
星像中心推定手法について、Gaiaでも打ち上げ前は光学ソフトウエアにより生成した PSFサンプルを頼りに

PSFモデルを構築して、このモデルに基づき星像の中心を推定する方法を考えていた。しかし、打ち上げ後、実
際のデータ解析においては、観測されたデータから PSFモデルを構築する、Gaiaチームが running solutionと
呼ぶ手法に移行している。HSTでも、HSTチームが ePSF構築と呼ぶ、観測されたデータから (e)PSFを構築す
る手法が以前より使われている。JASMINEチームでも、この手法を取り入れて、達成精度を確認した。
本講演では、この星像中心推定手法の開発状況、精度評価について報告する。あわせて、Nano-JASMINE、小

型 JASMINEのデータ解析に関する全般的な準備状況も報告する。


